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が 認 め られ な い に も拘 らず，例外 な く卵 の 中央 に 向

っ て 移勤 す る 。 速度 は 受精の 場合 と殆 ん ど同じか ，

或 は そ れ よ りも遅 レ  さ きに 受精馴」にお け る 核 と 星

状体の 動 き を説明す る た め K ，星 状 体 と卵 核 に は

そ れ ぞ れ 卵 の 中 心 に 向 っ て 動 くカが 働 き，さ らに 星

状体 と核 の 問 に 牽引力が働 く こ と を仮定 し た。人 工

賦活卵 に お け る卵核 の 動 き は こ の 仮 SEの 一
部 を実証

す る もの で あ る 。
つ ぎに デ メ コ ル チ ン 処理 卵 を受精

させ た が口こ の 場合に は 卵核 と精 核 は そ れ ぞれ 卵の

中心 に 向う力 を 示すが，両核 は ほ ぼ一
定 の 距 離 を保

つ
。 従 っ て 両省 の 間 に は 斥力が あ る こ と と解釈 さ れ

る・正 常椴 精 の 場合に 両者が 接近 し 癒合す る現象

は 別 に 説明 しな け れ ば な らな い で あ ろ 5 。

只 野　柳 核 が移 動 す る 時 自転 す る か
。

中村　正 常 受 精卵，賦活卵 と も核 の 自転 に は 気付か

なか っ た 。 正常受精の 際 は 卵該が 昆 状体に 向 う場 合

lC核 の 変 形 す な わ ち 請円形K な る だけ で あ る 。

長 内健 治 　イ ト メ 卵 で は 精核 は 卵核 と の 間 に 張 ・
， た

星状体 PCよ っ て 引 か れ る よ うに 見 られ る し，接近後

は 両前核間 に 中心 体 の 紡 錘 体 ・星状体が 発達 す るた

め ，両核 が 離れ る。ウ ニ の 場合 に 似 て い る と思 わ れ

る カ 

中村　大 変参考 に な りま した。

ウ ニ 卵の 溶酸性 ヌ ク レ オ チ ド

　　　 磯野直秀 ・柳 沢富雄

（東大 ・海洋研，都 立大 ・理 ・
生物）

　
パ フ ン ウ ニ と ア カ ウ ニ の 卵か ら10％ 三塩化酢酸 を

用 い て 溶酸性 ヌ ク レ オチ ドを抽出 し，Dowex 　1 （Gl）
カ ラ ム に 吸着後　HG 且一NaCl 系 に よ っ て 分画 し た 。

O・　005　A 「 HGI で ヌ ク レ オ シ ド
ー．・V ン 酸 O．・Ol・

，V

HCI 　＋  ・03 ・V 　NaGl で ヌ ク 財 シ ｝’二 1
丿 ・ 酸，

O．　Ol　j＞ HGI 十 〇．4MNa 〔】1 で ヌ ク レ ォ シ ド三 リ ン

酸が そ れ ぞれ 主 と し て 溶 出す る
。 各 分 画 を さ らに

Dowex 　i（ギ酸）カ ラム に 吸着 し，ギ酸一
ギ 酸 ア ン モ

ン 系 等で 分画 し，分析 した 結果 ，
CMP ，　AMP ，

　DPN ，
ADP ・UDP 一ア セ チ 1〃 レ ヘ キ ソ サ ミ ン ，　 CTP ，
ATP

・
GTP ・UTP 等の 存在 を確認 し た．未 受 精 卵

に お い て ・ATP は 全 溶 酸 1生ヌ ク レ オ チ ドの 50 − 60

％ ・UDP 一
糖 ［ヒ‘渤 は 約 15％ を占め 、他 の 1胎 物

は こ れ よ り少なレ  発 生 に と もな っ て ，ヌ ク レ オ シ

ド三 リ ン 酸 と UDP −．
糖化合物は 減少す る が， ヌ ク

レ オ シ ド
ー

リ ン 酸 と ADP は 増加す る傾向 に あ る。

団　勝磨　卵割期 に ATP が へ る の は ，分裂 に ATP

が使わ れ る と考
’
え て よ い か。

磯 野 そ t’ で は ない か と．曲 が ，さ らに 検討 し た い

と思 っ て h る o

大 井 優一
　デ ソ キ シ リ ボ ース の ヌ ク レオ チ ドは どの

よ うな変化 をす る か 。

磯野 　デ ソ キ シ リ ボース に つ い て は まだ 測定を行っ

て い な い 。

　　　ウ ニ 卵発 生時の RNA
IV・ク ロ マ チ ン による RNA 合成

　　　 腰 原英利 ・
安増郁夫

（東 大 ・理 ・動物，東人 ・教養 ・生 物）

　 ウ ニ 卵 発 生 時 に お け る ク ロ マ チ ン を分 離 し in

vitl
’
o 系で ク ロ マ チ ン を プ ラ イ マ

ー
と し RNA ポ リ

メ レ
ー

ス を加 え て RNA 合成 及 び 蛋 自含成 を行わせ

た 。

　 ク ロ マ チ ン 及 び DNA を プ ラ イ マ ー
と す る RNA

合 成及び蛋 「袷 成 は ア ク チ ノ マ イ シ ン D で 阻害さ れ ，
Ecoii か ら分離 した RNA ボ リ メ レ

ー
ス をの ぞ く

とお こ らない 。

　
．．・
方，結晶孵化酵素の 抗体 を作 り，ク ロ マ チ ン に

よ る孵化酵 素合成 を 行 わ しめ た 。 愛 精 後 1
，
2

，
3．．，

10
，
11 時 問 目の 卵 か ら ク ロ マ チ ン を分離し夫 々 孵 化

酵素含成 を行わ せ る と 4一ア 時間 の 卵か ら分離 し た

ク ロ マ チ ン に 孵化酵素 合成 能力が あ っ た 。
こ の 結果

か ら発 生 に と もな っ て ク ロ マ チ ン の 性質，能力が変

化す る と思われ る。

渡辺 良雄　ウ ニ の 場 合 ，ク ロ マ チ ン は 精 製 し た

DNA と く らべ て 何％ ぐ らい P「 iming 　 activity カ：

あ る か。

安 増 　同一
ス テ ージ の ウ ニ 堺 の DNA を まだ直接比

較 した こ とは な い の で DNA と 比 較出来 な い が，熱

変性 し た ク L・ マ チ ン と比 較 す る と 25− S5％ く らい

で ナ 。

ニ ジ マ ス 胚 における
32P

の核酸へ の と りζみ

　 安 増 郁夫 ・山 ｛鍵 次郎 （東大 ・教養 ・生物）

発生 初期 （受儲麦 4− 9N9 ） の ニ ジ マ ス 卵 の 胚
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